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（目的）

比較的知的障害の軽い障害のある生徒が在籍している単置

の高等支援学校では卒業生の進路、特に就職支援については

大きな課題であり様々な取組がなされている。就職支援の中

でも地域との連携による支援は大切な取組であるが、その地

域連携を推進しているコープさっぽろおもてなし推進室と

A高等養護学校が連携して行った就職支援の事例について、
筆者が多少の関わりを持っていたため、事例として報告する

ことで今後の地域連携による就職支援について検討すること

とした。

コープさっぽろは 2000年に CS(CustomerSatisfaction
顧客満足)向上を目的にフレンドリーサービス部を立ち上げ、

現在ではおもてなし推進室となっている。2013年頃、地域
の A高等養護学校の生徒をコープさっぽろ B店でインター
ンシップとして受け入れたことから、A高等養護学校の生
徒が接遇応対(フレンドリーサービス)を学ぶ機会として、お

もてなし推進室による A高等養護学校とコープさっぽろ B
店との合同 CS研修会が定期的に持たれるようになった。
2017年度からはインターンシップ前の接遇対応研修を B
高等養護学校の総合学習に組み込むこととなり、本研究では

その取組について報告することとする。

（方法）

コープさっぽろの CS研修では、おもにビジネスマナー
やコミュニケーションについて研修を行っており、社会人と

してのビジネスマナー獲得やワークを通してのコミュニケー

ション力向上を目指している。A養護学校では、1年次に
教材 DVDを視聴することでオリエンテーション的な CS
研修を行い、2年次で本格的な CSI研修を行っている。新
採用者用接遇対応研修を通して、働く姿を具体的にイメージ

できることを目指している。研修のプログラム例を Table 1
に示した。

(結果)

A高等養護学校では、この CS研修を就職支援の一環と
して位置づけており、地域との関わり、地元企業との関わり

の観点からも大切な取組と考えている。研修後の関係者によ

る感想は以下の通り。

● A高等養護学校進路指導教諭
『最初、緊張気味だった生徒も、担当者様の軽快な講義で、

徐々に表情も柔らかくなり，笑顔や笑い声が自然と出せるよ

うになっていきました。振り返りシートの中で多く見られた

キーワード“笑顔”や“目線”、“身だしなみ”等について、

“なぜ大切なのか”を実体験の中から楽しみながら気づくこ

とができたと思います。また、参加させて頂いた教職員も、

そのような生徒の変化に驚き，学ぶことができました』

●生徒さんの感想

『最初は緊張したけれど、やっている間に緊張が解けたの

で良かったです。コミュニケーションや言葉遣い、態度がす

ごく大切なことが分かったので、現場実習や学校で試してい

きたいと思いました。とても楽しかったので来て良かったと

思います。お客様の笑顔が大切だな、と思いました』（女子）

『今回、たくさん隣の方と挨拶の練習をして、お客様に対

する姿勢や態度、笑顔で相手の目を見てありがとうございま

したって言えるのはすごく大切なんだ、と改めて気づきまし

た。現場実習もあるので、その時にお客さんにこの人は笑顔

が素敵で良い人だな、と思ってもらえるように日頃から頑張

っていきたいです。今日は本当に良い勉強になりました。あ

りがとうございました。これからも今回のことを活かしてい

きたいです』(男子)

（考察）

A高等養護学校から、『このような機会を体験的に学ぶ場
を拡大していきたい。接遇教育やマナー教育体験で「行動」

を学び、なぜそうするのか？を考えることで「心」を育てた

い』との総括がなされているが、これはまさしく Social Skill
Trainingの神髄ではないだろうか。笑顔という形を意識的
にとることで、対人関係における相手の反応も変わり、その

事により相手からのフィードバックが好ましい刺激となり、

さらに自分の笑顔や接遇応対が良くなっていくという望まし

い循環を体験することが、笑顔という外見的な「行動」でけ

でなく、相手に気持ちよい思いをして頂く、相手の立場にた

って考えるというような「心」を育てていくものと思われる。

特別支援教育のみならず、我々通常の社会生活においても通

用することでもあり、今後の継続した取組が期待されるとこ

ろであろう。今後の取組については、続けて報告していくこ

ととしたい。

発表に当たり、A高等養護学校関係者の皆様およびコー
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ご協力に感謝致します。

（TAJITS Kiyoshi)

ポスター発表　P1-77


